
足が速くなる方法
六甲アイランド高等学校 24期総合科学系18班

２．方法

① 18班の男子4人と、六甲アイランド高校女子バレー
ボール部の5人が50mを走り（12回）
タイム,歩数,ストライド,ピッチ,の４項目を計測する。

１．はじめに

４．考察
男と女のストライドのレンジを比較すると、男の方が小さい
ことがわかる、したがって男の方がデータの散らばり具合が
まとまり、相関係数が大きくなったとも考えられる。
今回は多くのデータを集めることが目的だったため、男子４
人、女子5人での実験となったが、次回からはそろえるべき
だと思う。
仮説はタイムとストライドのグラフより正しかった。

５．結論

６．参考文献

３．結果

●専門用語
ピッチ：1歩進むのにかかった秒数
ストライド：歩幅
●動機
どうすれば50mを速く走れるのか気になったから
●目的
陸上界を支える様々な選手を数学的観点からサポート
する
●先行研究
陸上部の選手の100mにおける研究で、足が速い人は
ストライドが2m近くなるという結果が出ている
●仮説
走るときに1歩で進む距離を大きくすることができれ
ば、以前の自分より速く走ることができる

②タイムとストライド、ピッチとストライドの関係を
それぞれ散布図にまとめる。

③男子と女子の散布図を比べ、共通点,相違点
をまとめる。

④走者の股下を計測し、足の長さとタイムには関係がある
のかを調べる。

ピッチとストライド
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グラフから、ピッチとストライドの間に大きな相関は
ないことが分かった。
相違点として相関がなかった女子の方は一定のストラ
イドで安定しているとも捉えられる。
ピッチとストライドで正の相関が見られたのは、単純
に増加した歩幅分の所要時間の増加に過ぎないと考え
られる。

。

共通点 相違点

共通点 相違点

相関右肩下がり

正の相関 相関の大きさ

この結果を見ると、ストライドが大きいほど共にタ
イムが短くなっていると言える。
相違点として男は相関を持ち、女は相関を持たな
かった。

結果からはストライドが大きいとピッチも大きく
なると言える。
相違点として、男は強い相関、女は弱い相関と
なった。

タイムとストライド
相関係数：-0.487744116

 負の相関
相関係数：-0.1821205

       相関なし

相関係数：0.411877

       正の相関
相関係数：0.29159265

      弱い正の相関
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